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い っ ぷ く

塩
津
祐
輔
さ
ん

（40）

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を
し
て
い
た
が
、

自
分
で
計
画
し
、
も
の
作
り
を
し
た

い
と
思
い
３
年
間
の
農
業
法
人
で
の

研
修
後
、
28
才
で
就
農
。

長
谷
川
喜
章
さ
ん

（37）

　
25
才
頃
ま
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な

▲左から、伊原さん・長谷川さん・塩津さん（2017年４月）

が
ら
農
業
を
手
伝
っ
て
い
た
が
、
祖

父
の
遺
言
で
本
業
と
し
て
農
業
に
取

り
組
む
。

伊
原
拓
利
さ
ん

（28）

　
農
業
が
し
た
く
て
鳥
取
大
学
農
学

部
に
進
学
。
卒
業
後
就
農
し
た
が
、

25
才
の
時
に
父
親
が
急
逝
。
母
親
に

助
け
ら
れ
な
が
ら
独
学
で
営
農
。

　
京
ラ
フ
ラ
ン
は
、
ダ
イ
コ
ン
と

コ
ー
ル
ラ
ビ
（
キ
ャ
ベ
ツ
）
の
交
配

種
で
京
都
市
と
京
都
大
学
名
誉
教
授

矢
澤
進
氏
（
当
Ｊ
Ａ
営
農
顧
問
）
が

開
発
さ
れ
ま
し
た
。
茎
は
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
葉
は
キ
ャ
ベ
ツ
、
花
は
菜
の

花
に
近
い
特
徴
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
新
京
野
菜
に
興
味
を
持
っ
た

伊
原
さ
ん
が
「
京
ラ
フ
ラ
ン
と
い
う

お
い
し
い
野
菜
が
あ
る
の
で
、
一
緒

に
作
り
ま
せ
ん
か
」
と
声
か
け
を
し

た
と
こ
ろ
、
塩
津
さ
ん
、
長
谷
川
さ

ん
が
手
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
上
鳥

羽
特
産
の
キ
ャ
ベ
ツ
の
収
穫
期
と
重

な
ら
ず
、
病
害
虫
に
強
い
こ
と
が
分

か
り
、
ま
た
、
京
都
市
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
の
後
押
し
も
あ
り
、
一
昨
年

か
ら
栽
培
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
昨

年
は
、
３
月
〜
５
月
に
農
産
物
直
売

所
や
中
央
卸
売
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま

し
た
が
、
ま
だ
認
知
度
が
低
い
た
め

思
う
よ
う
に
売
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
現
在
、
右
京
区
京
北
地
区
の
生
産

者
を
含
め
て
約
10
名
が
栽
培
し
て
い

ま
す
。
「
生
産
者
を
増
や
し
、
流
通

量
を
拡
大
す
る
努
力
を
す
る
が
、
新

京
野
菜
と
し
て
定
着
す
る
に
は
、
生

産
者
に
加
え
て
行
政
や
市
場
関
係
者

に
も
協
力
を
求
め
た
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
す
。

●

 

 

特集 2

● 13

● 14業務推進部からのお知らせ

信用部からのお知らせ
共済部からのお知らせ

農機具センターからのお知らせ
営農経済部からのお知らせ

● 15ちょっといっぷく
クロスワードパズル

行事予定

● 裏表紙
京のこんだて

人参しりしり

4●

11●はっぴぃすまいる

12●

輝け 三農士

『 城南宮神苑（しだれ梅・椿） 』
　平安遷都の際、都の守護と国の安
泰を願い京の南に創建された。引越
し、工事などの心配を除く「方除け（ほ
うよけ）の大社」と仰がれている。曲
水の宴が行われる神苑は、しだれ梅、
椿、桜、青もみじや秋の七草など四
季折々の美しさを観賞できます。

（撮影日 2017年３月16日）
撮影場所　伏見区

●表紙の紹介

特 集
いっぷく 2018  3 vol.246

▲矢澤進顧問と生産者、
　行政の研修会（１月17日）

▲ベーコン・卵・ラフ
　ランのソテー（上）、
　天ぷら（下）

▲定植作業を行う塩津さん ▲播種作業を行う長谷川さん▲中耕作業を行う伊原さん

　
上
鳥
羽
支
部
管
内
は
、
昭
和
40
年

代
か
ら
の
３
回
の
土
地
区
画
整
理
事

業
で
３
割
の
農
地
が
公
共
用
地
に
な

り
、
市
街
化
に
伴
う
農
地
転
用
で
耕

作
面
積
は
激
減
し
ま
し
た
。
都
市
化

と
後
継
者
不
足
は
、
生
産
力
の
減
少

と
生
産
者
の
多
様
化
を
生
み
、
若
い

農
家
は
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
け
な

い
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
産
者
は
「
失
敗
を
恐
れ
ず
何
に

で
も
挑
戦
し
た
い
」
「
自
分
で
農
繁

閑
期
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
農
業

が
好
き
だ
」
「
消
費
者
の
お
い
し
い

と
い
う
言
葉
が
励
み
に
な
る
」
と

意
欲
的
に
農
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
３
人
は
「
伝
統
を
守
る
だ
け
で
は

時
代
に
取
り
残
さ
れ
る
し
新
し
い
も

の
は
生
ま
れ
な
い
。
規
模
拡
大
だ
け

が
農
業
所
得
の
増
大
に
つ
な
が
る
も

の
で
は
な
い
。
小
面
積
で
も
生
産
技

術
の
向
上
と
工
夫
で
改
善
を
図
り
、

都
市
農
業
を
発
展
さ
せ
た
い
」
と
胸

を
張
り
ま
し
た
。

京のかわら版

    

こ
れ
か
ら
の
都
市
農
業

●表紙の紹介

京のこんだ
人参しりしり

輝
け 

三
農
士

〜
新
京
野
菜
が
世
代
を
つ
な
ぎ
、

　
　
　
　都
市
農
業
の
未
来
を
開
く
〜

京
ラ
フ
ラ
ン
と
の
出
会
い

農
業
へ
の
一
歩
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い っ ぷ く

　
１
月
30
日
か
ら
各
班
に
分
か
れ
て

国
内
企
画
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
空
路
、
仙
台
空
港
に
到
着
後
、
松

島
を
散
策
。
五
大
堂
・
国
宝
瑞
巌
寺

を
見
学
後
、
笹
か
ま
ぼ
こ
工
場
で
手

焼
き
体
験
を
行
い
、
熱
々
の
笹
か
ま

ぼ
こ
を
賞
味
し
ま
し
た
。
秋
保
温
泉

お
宿
・
佐
勘
で
名
取
川
を
眺
め
な
が

ら
の
露
天
風
呂
で
１
日
の
疲
れ
を
癒

や
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

工
場
を
見
学
し
、
宮
城
峡
で
生
ま

東
北
の
味
覚
と
最
上
川
下
り

▲五大堂・国宝瑞巌寺を見学

▲最上川に浮かぶこたつ舟

総務部

▲ＴＡＣの説明に耳を傾ける

れ
た
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
の
香
り
と

味
わ
い
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
ド
ラ
「
お

し
ん
」
の
撮
影
舞
台
に
も
な
っ
た

最
上
川
の
舟
下
り
で
は
、
雪
化
粧

に
覆
わ
れ
た
風
情
あ
る
景
色
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。
将
棋
む
ら
天
童

タ
ワ
ー
で
は
書
き
駒
を
体
験
さ
れ

「
と
て
も
良
い
お
土
産
が
出
来

た
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
食
材
調
達
基
準
に
農
業

生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
認
証
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
注
目

度
が
高
ま
り
、
各
Ｊ
Ａ
で
の
取
り
組

み
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
も
12
月
19
日
、
営
農
経

済
部
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
が
中
心
と
な
り

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

営
農
経
済
部
の
職
員
の
ほ
か
、
常
勤

役
員
、
営
農
顧
問
な
ど
12
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
背
景
、
必
要
性
と
課

題
、
行
政
機
関
の
京
都
市
の
取
組
状

況
や
認
証
取
得
経
費
に
つ
い
て
職
員

が
報
告
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
で

は
、
管
内
の
生
産
者
が
ど
う
す
れ
ば

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
当
Ｊ
Ａ
独
自
で
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
を

す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
な
ど
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
行
政
と
連
携
し
、
府
内

や
他
県
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
な
が

ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
常
勤
役
員
は
「
多
様
な
販

売
経
路
を
も
つ
生
産
者
に
と
っ
て
、

当
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を

京
都
市
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
今

後
も
勉
強
会
を
重
ね
た
い
」
と
強
い

思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

独
自
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
勉
強
会
を
開
く

TAC

　
11
月
13
日
、
満
期
分
散
式
定
期
積

金
契
約
者
を
対
象
と
し
た
食
事
会

「
夢
日
記
」
を
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
で
開
催
し
、
約
80
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
流
シ
ェ
フ
が
腕
を
振
る
っ
て

作
っ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
堪
能
し

た
後
、
京
都
在
住
で
、
京
都
・
東

京
・
新
潟
と
三
都
市
で
コ
ン
サ
ー

ト
ツ
ア
ー
を
展
開
し
て
い
る
シ
ャ

ン
ソ
ン
歌
手
の
文
太
郎
さ
ん
に
よ

る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
鑑
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
３
オ
ク
タ
ー
ブ
を
誇
る
音
域
、
の

び
の
あ
る
甘
い
歌
声
に
会
場
全
体
が

包
み
込
ま
れ
、
終
始
和
や
か
な
ひ
と

時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

▲心を歌うボーカリスト、文太郎ライブ

甘
い
歌
声
に
う
っ
と
り

信用部　
11
月
14
日
、
第
７
回
グ
リ
ー
ン
ク

ラ
ブ
（
年
金
友
の
会
）
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
朝
日
野
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で

開
催
し
ま
し
た
。
年
金
受
給
者
37
名

が
参
加
さ
れ
、
日
頃
鍛
え
た
自
慢
の

腕
前
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
降
り
し
き
る
冷
た
い
雨
の
中
、
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
、
時
に
は
大
き
な

歓
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

「
年
金
受
給
を
き
っ
か
け
に
同
年
代

の
仲
間
と
プ
レ
ー
が
出
来
て
楽
し

か
っ
た
」
と
話
さ
れ
、
充
実
し
た
１

日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優
　
勝
：
中
野
　
広
之
（
醍
醐
）

準
優
勝
：
惣
司
　
吉
輝
（
大
宮
）

３
　
位
：
今
井
　
一
博
（
九
条
）

▲自慢の腕前を披露

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

信用部

　
１
月
20
日
、
自
動
車
ウ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
京
都
物
流
セ
ン

タ
ー
特
設
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の

組
合
員
や
購
入
を
考
え
て
お
ら
れ
る

方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
農
業
に
は
欠
か
せ
な
い

軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
援
ロ
ー
ダ
ー
の
展

示
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
国
産
車
、

高
級
外
車
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
他

に
も
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
新
型
電

動
シ
ニ
ア
カ
ー
や
追
突
を
防
ぐ
ア
イ

サ
イ
ト
の
実
演
も
行
わ
れ
、
体
験
さ

れ
た
方
の
驚
き
の
表
情
が
印
象
的
で

し
た
。

▲人気の車種がずらりと並ぶ ▲矢澤進顧問と議論を進めるＴＡＣ

自
動
車
大
展
示
会

営農経済部　
農
業
用
使
用
済
み
ビ
ニ
ー
ル
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
斉
回
収
を
11
月
下

旬
か
ら
12
月
初
旬
に
管
内
３
ヶ
所
で

行
い
、
11
ｔ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
農
業
用
使
用
済
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
産
業
廃
棄
物
で
、
廃
棄

物
の
野
焼
き
・
投
廃
棄
に
よ
る
処
理

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
商
品
の
購
入
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
農
家
か
ら
使
用
済
み
に

な
っ
た
資
材
の
回
収
処
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
新
規
購
入
者
へ
の
推
進
、

環
境
衛
生
に
も
つ
な
げ
る
た
め
、

今
後
も
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

▲計量後パッカー車に積み込む

廃
プ
ラ
一
斉
回
収

営農経済部

Ｊ
Ａ
京
都
市
管
内
の
出
来
事
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

の

か
わ
ら
版
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の かわら版

　
１
月
30
日
か
ら
各
班
に
分
か
れ
て

国
内
企
画
旅
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
空
路
、
仙
台
空
港
に
到
着
後
、
松

島
を
散
策
。
五
大
堂
・
国
宝
瑞
巌
寺

を
見
学
後
、
笹
か
ま
ぼ
こ
工
場
で
手

焼
き
体
験
を
行
い
、
熱
々
の
笹
か
ま

ぼ
こ
を
賞
味
し
ま
し
た
。
秋
保
温
泉

お
宿
・
佐
勘
で
名
取
川
を
眺
め
な
が

ら
の
露
天
風
呂
で
１
日
の
疲
れ
を
癒

や
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
、
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー

工
場
を
見
学
し
、
宮
城
峡
で
生
ま

東
北
の
味
覚
と
最
上
川
下
り

▲五大堂・国宝瑞巌寺を見学

▲最上川に浮かぶこたつ舟

総務部

▲ＴＡＣの説明に耳を傾ける

れ
た
シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
の
香
り
と

味
わ
い
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の
連
ド
ラ
「
お

し
ん
」
の
撮
影
舞
台
に
も
な
っ
た

最
上
川
の
舟
下
り
で
は
、
雪
化
粧

に
覆
わ
れ
た
風
情
あ
る
景
色
を
楽

し
ま
れ
ま
し
た
。
将
棋
む
ら
天
童

タ
ワ
ー
で
は
書
き
駒
を
体
験
さ
れ

「
と
て
も
良
い
お
土
産
が
出
来

た
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
食
材
調
達
基
準
に
農
業

生
産
工
程
管
理
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
認
証
が

必
要
と
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
注
目

度
が
高
ま
り
、
各
Ｊ
Ａ
で
の
取
り
組

み
が
活
発
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
Ｊ
Ａ
で
も
12
月
19
日
、
営
農
経

済
部
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
担
当
が
中
心
と
な
り

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

営
農
経
済
部
の
職
員
の
ほ
か
、
常
勤

役
員
、
営
農
顧
問
な
ど
12
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
背
景
、
必
要
性
と
課

題
、
行
政
機
関
の
京
都
市
の
取
組
状

況
や
認
証
取
得
経
費
に
つ
い
て
職
員

が
報
告
し
ま
し
た
。
意
見
交
換
で

は
、
管
内
の
生
産
者
が
ど
う
す
れ
ば

Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
当
Ｊ
Ａ
独
自
で
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
を

す
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
な
ど
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
行
政
と
連
携
し
、
府
内

や
他
県
の
取
り
組
み
を
踏
ま
え
な
が

ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
常
勤
役
員
は
「
多
様
な
販

売
経
路
を
も
つ
生
産
者
に
と
っ
て
、

当
Ｊ
Ａ
が
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を

京
都
市
と
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
今

後
も
勉
強
会
を
重
ね
た
い
」
と
強
い

思
い
を
述
べ
ま
し
た
。

独
自
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
勉
強
会
を
開
く

TAC

　
11
月
13
日
、
満
期
分
散
式
定
期
積

金
契
約
者
を
対
象
と
し
た
食
事
会

「
夢
日
記
」
を
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク

ラ
で
開
催
し
、
約
80
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
一
流
シ
ェ
フ
が
腕
を
振
る
っ
て

作
っ
た
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
堪
能
し

た
後
、
京
都
在
住
で
、
京
都
・
東

京
・
新
潟
と
三
都
市
で
コ
ン
サ
ー

ト
ツ
ア
ー
を
展
開
し
て
い
る
シ
ャ

ン
ソ
ン
歌
手
の
文
太
郎
さ
ん
に
よ

る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ
ブ
を
鑑
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　
３
オ
ク
タ
ー
ブ
を
誇
る
音
域
、
の

び
の
あ
る
甘
い
歌
声
に
会
場
全
体
が

包
み
込
ま
れ
、
終
始
和
や
か
な
ひ
と

時
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

▲心を歌うボーカリスト、文太郎ライブ

甘
い
歌
声
に
う
っ
と
り

信用部　
11
月
14
日
、
第
７
回
グ
リ
ー
ン
ク

ラ
ブ
（
年
金
友
の
会
）
ゴ
ル
フ
コ
ン

ペ
を
朝
日
野
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で

開
催
し
ま
し
た
。
年
金
受
給
者
37
名

が
参
加
さ
れ
、
日
頃
鍛
え
た
自
慢
の

腕
前
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
降
り
し
き
る
冷
た
い
雨
の
中
、
一

喜
一
憂
し
な
が
ら
、
時
に
は
大
き
な

歓
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。
参
加
者
は

「
年
金
受
給
を
き
っ
か
け
に
同
年
代

の
仲
間
と
プ
レ
ー
が
出
来
て
楽
し

か
っ
た
」
と
話
さ
れ
、
充
実
し
た
１

日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

優
　
勝
：
中
野
　
広
之
（
醍
醐
）

準
優
勝
：
惣
司
　
吉
輝
（
大
宮
）

３
　
位
：
今
井
　
一
博
（
九
条
）

▲自慢の腕前を披露

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

信用部

　
１
月
20
日
、
自
動
車
ウ
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
京
都
物
流
セ
ン

タ
ー
特
設
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の

組
合
員
や
購
入
を
考
え
て
お
ら
れ
る

方
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
農
業
に
は
欠
か
せ
な
い

軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
援
ロ
ー
ダ
ー
の
展

示
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
国
産
車
、

高
級
外
車
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
他

に
も
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
新
型
電

動
シ
ニ
ア
カ
ー
や
追
突
を
防
ぐ
ア
イ

サ
イ
ト
の
実
演
も
行
わ
れ
、
体
験
さ

れ
た
方
の
驚
き
の
表
情
が
印
象
的
で

し
た
。

▲人気の車種がずらりと並ぶ ▲矢澤進顧問と議論を進めるＴＡＣ

自
動
車
大
展
示
会

営農経済部　
農
業
用
使
用
済
み
ビ
ニ
ー
ル
・
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
一
斉
回
収
を
11
月
下

旬
か
ら
12
月
初
旬
に
管
内
３
ヶ
所
で

行
い
、
11
ｔ
を
回
収
し
ま
し
た
。

　
農
業
用
使
用
済
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
産
業
廃
棄
物
で
、
廃
棄

物
の
野
焼
き
・
投
廃
棄
に
よ
る
処
理

は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
商
品
の
購
入
者
へ
の
サ
ー

ビ
ス
と
し
て
農
家
か
ら
使
用
済
み
に

な
っ
た
資
材
の
回
収
処
理
を
行
っ
て

い
ま
す
。
新
規
購
入
者
へ
の
推
進
、

環
境
衛
生
に
も
つ
な
げ
る
た
め
、

今
後
も
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

▲計量後パッカー車に積み込む

廃
プ
ラ
一
斉
回
収

営農経済部

甘
い
歌
声
に
う
っ
と
り
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い っ ぷ く

　
１
月
23
日
、
平
成
29
年
度
近
畿
地

区
J
A
青
年
大
会
が
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
大
会
は
、
日
頃
の
活
動
成
果

の
発
表
と
交
流
を
通
じ
て
、
J
A
青

壮
年
組
織
活
動
の
更
な
る
強
化
・
発

展
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
J
A
青
年
組
織
活
動
実
績
発
表
で

は
、
川
岡
支
部
の
端
清
隆
さ
ん
が
京

都
府
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し

た
。
都
市
農
業
を
通
じ
て
様
々
な
人

と
出
会
う
中
で
感
じ
た
農
業
の
苦
労

や
魅
力
、
消
費
者
の
理
解
と
関
心
を

伝
え
る
事
の
喜
び
な
ど
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

伝
統
と
伝
承
を
伝
え
る

▲京都府代表として出場された端清隆さん（川岡支部）

青壮年部 　
１
月
14
日
、
融
資
部
は
、
K
T
V

五
条
住
宅
展
示
場
で
住
宅
ロ
ー
ン
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
相
談
に
来

ら
れ
た
方
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
い
た
だ
い
た
方
に
職
員
が
丹
精
込

め
て
作
っ
た
旬
の
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
職
員
が
そ
の
日
の
朝
、

雪
模
様
の
中
収
穫
し
た
土
付
き
大
根

で
し
た
。
受
け
取
っ
た
来
場
者
は

「
こ
の
寒
空
の
下
、
温
か
い
粗
品
を

あ
り
が
と
う
！
」
と
喜
ば
れ
、
職
員

の
心
も
温
ま
り
ま
し
た
。

旬
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

融資部

▲新鮮な野菜に喜ぶ来場者

　
２
月
４
日
、
久
我
地
域
で
栽
培

さ
れ
た
畑
菜
の
試
食
即
売
会
を
伏
見

区
の
じ
ね
ん
と
市
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
京
都
で
は
昔
か
ら
初
午
の

日
に
畑
菜
を
か
ら
し
和
え
や
白
和

え
な
ど
に
し
て
食
べ
る
風
習
が
あ

り
ま
す
。

　
今
年
は
若
い
お
客
様
の
来
場
が
多

く
、
２
０
０
人
以
上
の
方
で
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
生
産
農
家
の
樹
下

ち
え
子
さ
ん
は
「
京
の
伝
統
野
菜
で

あ
る
畑
菜
を
た
く
さ
ん
の
人
に
味

わ
っ
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
。
少
し

ず
つ
畑
菜
の
知
名
度
も
上
が
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
今
後
も
よ
り
多
く
の

人
に
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
販
売
促
進
に
つ
と
め
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

初
午
に
畑
菜
を
食
べ
よ
う

▲初、畑菜をパクリ

久我 　
12
月
６
日
、
修
学
院
支
部
青
壮
年

部
・
女
性
部
合
同
の
野
菜
の
即
売
会

が
同
支
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
朝
早
く
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
部
員
が

準
備
を
行
い
、
青
壮
年
部
は
新
鮮
な

野
菜
や
米
、
焼
き
芋
な
ど
を
、
女
性

部
は
か
や
く
ご
飯
や
赤
飯
、
お
は
ぎ

な
ど
を
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
販
売

開
始
ま
で
に
大
勢
の
お
客
様
が
行

列
を
作
り
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
「
修
学
院
地
域
の
新
鮮

な
野
菜
や
伝
統
食
が
購
入
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
、
部
員
は

「
地
域
の
方
と
交
流
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

盛
況
！
即
売
会

修学院

▲来場者でにぎわう会場（修学院支店）

　
２
月
８
日
、
大
宮
支
部
女
性
部
は

生
活
教
室
と
し
て
毎
年
恒
例
の
味
噌

づ
く
り
を
行
い
、
15
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
豆
を
16
時
間
以
上
水
に
浸
け
た

後
、
柔
ら
か
く
煮
る
こ
と
で
、
粒
が

残
ら
ず
お
い
し
い
味
噌
が
で
き
あ
が

り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
部
員
が
若
手

の
部
員
に
作
り
方
を
教
え
る
な
ど
し

て
親
睦
を
図
り
、
世
代
を
超
え
て
の

情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
空
気
を
抜
き
な
が
ら

味
噌
を
詰
め
る
作
業
は
思
っ
た
以
上

に
力
が
必
要
で
大
変
だ
っ
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

味
噌
づ
く
り
を
行
う

▲完成した味噌は農産物即売会などで販売します

大宮 　
柿
生
産
農
家
で
は
、
今
秋
の
収
穫

に
向
け
１
月
上
旬
か
ら
手
入
れ
が
始

め
ら
れ
ま
す
。

　
落
ち
葉
の
清
掃
、
不
要
な
枝
の
切

り
取
り
、
樹
幹
の
方
ま
で
日
光
を
入

れ
る
よ
う
「
電
動
剪
定
鋏
」
を
使
っ

て
透
か
し
剪
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
高
圧
洗
浄
機
や
皮
剥
ぎ
ベ
ラ

を
使
い
、
柿
の
木
の
皮
剥
ぎ
を
行
い

ま
す
。

　
千
弥
農
園
の
松
木
孝
史
さ
ん
は

「
手
間
暇
か
け
た
手
入
れ
と
愛
情
で

よ
り
甘
く
て
美
味
し
い
柿
が
実
を
な

ら
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

厳
冬
期
に
柿
手
入
れ

大枝

▲おいしい柿を作るための手入れが始まる

　
12
月
２
日
、
嵯
峨
支
部
青
壮
年
部
が

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
９
０
９

で
ラ
イ
ブ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
さ

れ
、
部
員
と
嵯
峨
野
支
店
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
昭
和
歌
謡
曲
を
中
心
に
コ
ピ
ー
バ

ン
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
「
風
船
う
さ
ぎ
」
が
演
奏
を
行
い

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
中
盤
に
は
職
員
が
バ
ン
ド
と

デ
ュ
エ
ッ
ト
を
行
い
、
会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

　
同
支
部
永
井
浩
二
青
壮
年
部
長
は

「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
職
員
と
部
員

の
さ
ら
な
る
団
結
の
強
化
に
つ
な
が

れ
ば
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
を
楽
し
む

▲自慢の美声で歌った嵯峨野支店長

嵯峨 　
２
月
２
日
、
大
宮
支
部
は
青
壮
年

部
・
女
性
部
設
立
50
周
年
記
念
祝
賀

会
を
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
開
催

さ
れ
、
来
賓
や
歴
代
の
青
壮
年
部
長

や
女
性
部
長
、
現
役
の
両
部
員
な
ど

約
70
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
支
部
水
澤
正
容
青
壮
年
部
長
は

「
全
盛
期
と
比
べ
る
と
部
員
は
減
っ

た
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
の
方
が
集
ま

る
大
宮
支
部
の
団
結
力
を
誇
り
に
思

う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

50
周
年
記
念
祝
賀
会

大宮

▲50周年を祝う参加者

年
度
近
畿
地

伝
統
と
伝
承
を
伝
え
る
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の かわら版

　
１
月
23
日
、
平
成
29
年
度
近
畿
地

区
J
A
青
年
大
会
が
グ
ラ
ン
ド
プ
リ

ン
ス
ホ
テ
ル
京
都
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
同
大
会
は
、
日
頃
の
活
動
成
果

の
発
表
と
交
流
を
通
じ
て
、
J
A
青

壮
年
組
織
活
動
の
更
な
る
強
化
・
発

展
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
J
A
青
年
組
織
活
動
実
績
発
表
で

は
、
川
岡
支
部
の
端
清
隆
さ
ん
が
京

都
府
代
表
と
し
て
出
場
さ
れ
ま
し

た
。
都
市
農
業
を
通
じ
て
様
々
な
人

と
出
会
う
中
で
感
じ
た
農
業
の
苦
労

や
魅
力
、
消
費
者
の
理
解
と
関
心
を

伝
え
る
事
の
喜
び
な
ど
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、
優
秀
賞
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

伝
統
と
伝
承
を
伝
え
る

▲京都府代表として出場された端清隆さん（川岡支部）

青壮年部 　
１
月
14
日
、
融
資
部
は
、
K
T
V

五
条
住
宅
展
示
場
で
住
宅
ロ
ー
ン
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
相
談
に
来

ら
れ
た
方
や
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
い
た
だ
い
た
方
に
職
員
が
丹
精
込

め
て
作
っ
た
旬
の
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
職
員
が
そ
の
日
の
朝
、

雪
模
様
の
中
収
穫
し
た
土
付
き
大
根

で
し
た
。
受
け
取
っ
た
来
場
者
は

「
こ
の
寒
空
の
下
、
温
か
い
粗
品
を

あ
り
が
と
う
！
」
と
喜
ば
れ
、
職
員

の
心
も
温
ま
り
ま
し
た
。

旬
野
菜
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

融資部

▲新鮮な野菜に喜ぶ来場者

　
２
月
４
日
、
久
我
地
域
で
栽
培

さ
れ
た
畑
菜
の
試
食
即
売
会
を
伏
見

区
の
じ
ね
ん
と
市
場
で
開
催
し
ま

し
た
。
京
都
で
は
昔
か
ら
初
午
の

日
に
畑
菜
を
か
ら
し
和
え
や
白
和

え
な
ど
に
し
て
食
べ
る
風
習
が
あ

り
ま
す
。

　
今
年
は
若
い
お
客
様
の
来
場
が
多

く
、
２
０
０
人
以
上
の
方
で
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。
生
産
農
家
の
樹
下

ち
え
子
さ
ん
は
「
京
の
伝
統
野
菜
で

あ
る
畑
菜
を
た
く
さ
ん
の
人
に
味

わ
っ
て
も
ら
え
て
良
か
っ
た
。
少
し

ず
つ
畑
菜
の
知
名
度
も
上
が
っ
て
き

て
い
る
の
で
、
今
後
も
よ
り
多
く
の

人
に
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
販
売
促
進
に
つ
と
め
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

初
午
に
畑
菜
を
食
べ
よ
う

▲初、畑菜をパクリ

久我 　
12
月
６
日
、
修
学
院
支
部
青
壮
年

部
・
女
性
部
合
同
の
野
菜
の
即
売
会

が
同
支
店
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
朝
早
く
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
部
員
が

準
備
を
行
い
、
青
壮
年
部
は
新
鮮
な

野
菜
や
米
、
焼
き
芋
な
ど
を
、
女
性

部
は
か
や
く
ご
飯
や
赤
飯
、
お
は
ぎ

な
ど
を
販
売
さ
れ
ま
し
た
。
販
売

開
始
ま
で
に
大
勢
の
お
客
様
が
行

列
を
作
り
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
「
修
学
院
地
域
の
新
鮮

な
野
菜
や
伝
統
食
が
購
入
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
、
部
員
は

「
地
域
の
方
と
交
流
で
き
て
良
か
っ

た
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

盛
況
！
即
売
会

修学院

▲来場者でにぎわう会場（修学院支店）

　
２
月
８
日
、
大
宮
支
部
女
性
部
は

生
活
教
室
と
し
て
毎
年
恒
例
の
味
噌

づ
く
り
を
行
い
、
15
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　
大
豆
を
16
時
間
以
上
水
に
浸
け
た

後
、
柔
ら
か
く
煮
る
こ
と
で
、
粒
が

残
ら
ず
お
い
し
い
味
噌
が
で
き
あ
が

り
ま
す
。
ベ
テ
ラ
ン
の
部
員
が
若
手

の
部
員
に
作
り
方
を
教
え
る
な
ど
し

て
親
睦
を
図
り
、
世
代
を
超
え
て
の

情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
空
気
を
抜
き
な
が
ら

味
噌
を
詰
め
る
作
業
は
思
っ
た
以
上

に
力
が
必
要
で
大
変
だ
っ
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

味
噌
づ
く
り
を
行
う

▲完成した味噌は農産物即売会などで販売します

大宮 　
柿
生
産
農
家
で
は
、
今
秋
の
収
穫

に
向
け
１
月
上
旬
か
ら
手
入
れ
が
始

め
ら
れ
ま
す
。

　
落
ち
葉
の
清
掃
、
不
要
な
枝
の
切

り
取
り
、
樹
幹
の
方
ま
で
日
光
を
入

れ
る
よ
う
「
電
動
剪
定
鋏
」
を
使
っ

て
透
か
し
剪
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
高
圧
洗
浄
機
や
皮
剥
ぎ
ベ
ラ

を
使
い
、
柿
の
木
の
皮
剥
ぎ
を
行
い

ま
す
。

　
千
弥
農
園
の
松
木
孝
史
さ
ん
は

「
手
間
暇
か
け
た
手
入
れ
と
愛
情
で

よ
り
甘
く
て
美
味
し
い
柿
が
実
を
な

ら
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

厳
冬
期
に
柿
手
入
れ

大枝

▲おいしい柿を作るための手入れが始まる

　
12
月
２
日
、
嵯
峨
支
部
青
壮
年
部
が

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
Ｓ
Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｉ
Ｏ
９
０
９

で
ラ
イ
ブ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
さ

れ
、
部
員
と
嵯
峨
野
支
店
職
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
昭
和
歌
謡
曲
を
中
心
に
コ
ピ
ー
バ

ン
ド
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
グ
ル
ー

プ
「
風
船
う
さ
ぎ
」
が
演
奏
を
行
い

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
中
盤
に
は
職
員
が
バ
ン
ド
と

デ
ュ
エ
ッ
ト
を
行
い
、
会
場
を
沸
か

せ
ま
し
た
。

　
同
支
部
永
井
浩
二
青
壮
年
部
長
は

「
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
職
員
と
部
員

の
さ
ら
な
る
団
結
の
強
化
に
つ
な
が

れ
ば
」
と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
を
楽
し
む

▲自慢の美声で歌った嵯峨野支店長

嵯峨 　
２
月
２
日
、
大
宮
支
部
は
青
壮
年

部
・
女
性
部
設
立
50
周
年
記
念
祝
賀

会
を
京
都
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
開
催

さ
れ
、
来
賓
や
歴
代
の
青
壮
年
部
長

や
女
性
部
長
、
現
役
の
両
部
員
な
ど

約
70
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
支
部
水
澤
正
容
青
壮
年
部
長
は

「
全
盛
期
と
比
べ
る
と
部
員
は
減
っ

た
も
の
の
、
こ
れ
だ
け
の
方
が
集
ま

る
大
宮
支
部
の
団
結
力
を
誇
り
に
思

う
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

50
周
年
記
念
祝
賀
会

大宮

▲50周年を祝う参加者

7 2018 年 3 月 vol .246



い っ ぷ く

　
１
月
29
日
、
嵯
峨
野
支
店
で
嵯
峨

支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
発
足
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
の
活
動
を
各
方
面
に
広
め
る
た

め
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
本
部
役
員
に

も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
嵯
峨
野
支

店
管
轄
４
支
部
の
支
部
役
員
９
名
を

招
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
管
内
４
支
部
で
採
れ
た
旬
の
野

菜
を
使
い
、
い
な
り
ず
し
・
花
菜

と
麩
の
お
吸
い
も
の
・
大
根
お
ろ

し
の
か
き
揚
げ
他
６
品
を
調
理
さ

れ
ま
し
た
。

　
『
自
産
自
消
』
の
料
理
に
各
支
部

役
員
は
口
々
に
「
自
分
た
ち
の
作
っ

た
野
菜
の
旨
味
が
良
く
出
た
料
理
で

と
て
も
お
い
し
い
」
「
地
域
を
越
え

た
食
事
会
に
ご
招
待
い
た
だ
き
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
、

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
長
の
永
井
明

子
さ
ん
は
「
も
っ
と
フ
レ
ミ
ズ
の
活

動
を
皆
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
今

後
も
色
々
な
取
り
組
み
を
活
発
に
し

て
い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
の
４
支
部
の
旬
野
菜
に
舌
鼓

嵯峨野

山
陰
、出
雲
大
社
参
詣
旅
行

　
11
月
19
日
か
ら
２
日
間
、
桂
支
部

は
支
部
旅
行
で
島
根
県
方
面
へ
行
か

れ
、
24
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
縁
結
び
の
神
で
有
名
な
出
雲
大
社

で
は
、
し
め
縄
の
立
派
さ
に
感
嘆
の

声
が
あ
が
り
、
ガ
イ
ド
の
説
明
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
「
な

か
う
み
菜
彩
館
」
を
見
学
さ
れ
、
毎

朝
地
元
の
生
産
者
が
届
け
る
新
鮮
な

農
産
物
や
加
工
品
な
ど
た
く
さ
ん
の

海
と
里
の
幸
に
興
味
を
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
同
支
部
津
田
孝
男
支
部
長
は
「
道

の
駅
は
我
々
農
家
に
と
っ
て
良
い
刺

激
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

▲出雲大社を見学し大満足

桂 　
１
月
26
・
27
日
、
女
性
部
は
南
信

州
・
昼
神
温
泉
へ
親
睦
旅
行
を
開
催

し
、
21
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
岐
阜
県
の
妻
籠
宿
の
散

策
と
、
日
本
一
の
星
空
の
里
「
阿
智

村
」
の
星
空
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
さ

れ
、
寒
空
の
下
、
冬
の
星
座
の
天
体

シ
ョ
ー
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
づ
く
り

を
行
い
、
手
作
り
の
味
に
舌
鼓
を
打

た
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
元
善
光
寺

で
西
国
三
十
三
観
音
霊
場
の
お
砂
踏

み
を
し
、
全
霊
場
の
功
徳
を
い
た
だ

き
、
帰
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

冬
の
信
州
を
楽
し
む

▲アップルパイづくりを楽しむ参加者

女性部

世
界
遺
産
厳
島
神
社
を
め
ぐ
る

　
２
月
６
・
７
日
、
深
草
支
部
女
性

部
は
広
島
県
安
芸
宮
島
へ
一
泊
旅
行

を
行
い
14
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
平
和
記
念
公
園
を
訪

れ
、
原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念
資
料

館
を
見
学
さ
れ
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

や
、
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
安
芸
の
宮
島
と
世
界

遺
産
厳
島
神
社
を
訪
れ
ま
し
た
。

季
節
柄
引
き
潮
で
、
沖
合
に
立
つ

壮
大
な
朱
色
の
大
鳥
居
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
支
部
中
西
和
子
女
性
部
長
は

「
部
員
同
士
の
親
睦
も
よ
り
一
層

深
め
ら
れ
、
２
日
間
有
意
義
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

▲厳島神社の大鳥居の前で

深草 　
１
月
25
日
、
上
鳥
羽
支
部
は
淡
路

島
へ
日
帰
り
旅
行
を
行
い
、
31
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
淡
路
島
で
は
雪

が
降
る
こ
と
は
珍
し
く
、
当
日
の
天

候
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
淡
路
島
七
福
神
の
一
つ
で
あ
る
大

黒
天
を
祀
る
八
浄
寺
で
五
穀
豊
穣
を

願
い
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
活

魚
料
理
旅
館
「
若
潮
」
で
３
年
と
ら

ふ
ぐ
に
舌
鼓
を
打
た
れ
て
い
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
「
や
は
り
３
年
モ
ノ
は

お
い
し
い
」
と
満
足
さ
れ
、
充
実
し

た
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

淡
路
島
へ
日
帰
り
旅
行

▲五穀豊穣を願う

上鳥羽

自
分
だ
け
の
ブ
ロ
ー
チ

　
２
月
２
日
、
桂
支
部
女
性
部
は
生

活
教
室
を
同
支
店
で
行
い
、
ス
ワ
ロ

フ
ス
キ
ー
を
使
用
し
た
ネ
ッ
ク
レ
ス

と
ブ
ロ
ー
チ
作
り
に
24
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
２
種
類
の
粘
土
を
こ
ね
る
と
固
ま

る
樹
脂
粘
土
を
使
用
し
、
そ
こ
に
ス

ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
を
つ
け
る
細
か
い
作

業
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出

た
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
粘
土
の
こ
ね
具
合
で

柄
が
違
っ
て
く
る
の
で
面
白
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
、
同

支
部
小
寺
照
子
女
性
部
長
の
手
作
り

ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
ま
わ
れ
、
和
や
か

な
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

▲集中して作品を作る参加者

▲心を込めて料理を作る

▲自産自消の料理で会話もはずむ

桂 　
11
月
10
日
、
修
学
院
支
部
女
性
部

は
同
支
店
で
生
活
教
室
と
し
て
ス

カ
ー
フ
作
り
を
開
催
し
、
部
員
19
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
綺
麗
な
布
を
縫
い
合
わ
せ
、
好
み

の
長
さ
に
調
節
し
可
愛
ら
し
い
作
品

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
布
の
縫
い
合
わ
せ
が

難
し
く
て
何
回
か
や
り
直
し
た
け
れ

ど
、
可
愛
く
で
き
て
満
足
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
ス
カ
ー

フ
を
首
に
か
け
、
部
員
同
士
「
よ
く

似
合
っ
て
い
る
」
「
可
愛
い
」
と
見

せ
合
い
、
見
事
な
出
来
ば
え
に
喜
ば

れ
ま
し
た
。

手
作
り
の
ス
カ
ー
フ

▲綺麗な布を縫い合わせる

修学院

日
、
上
鳥
羽
支
部
は
淡
路

淡
路
島
へ
日
帰
り
旅
行
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１
月
29
日
、
嵯
峨
野
支
店
で
嵯
峨

支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
が
料
理
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
発
足
し
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ

ズ
の
活
動
を
各
方
面
に
広
め
る
た

め
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
本
部
役
員
に

も
お
手
伝
い
い
た
だ
き
、
嵯
峨
野
支

店
管
轄
４
支
部
の
支
部
役
員
９
名
を

招
い
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
管
内
４
支
部
で
採
れ
た
旬
の
野

菜
を
使
い
、
い
な
り
ず
し
・
花
菜

と
麩
の
お
吸
い
も
の
・
大
根
お
ろ

し
の
か
き
揚
げ
他
６
品
を
調
理
さ

れ
ま
し
た
。

　
『
自
産
自
消
』
の
料
理
に
各
支
部

役
員
は
口
々
に
「
自
分
た
ち
の
作
っ

た
野
菜
の
旨
味
が
良
く
出
た
料
理
で

と
て
も
お
い
し
い
」
「
地
域
を
越
え

た
食
事
会
に
ご
招
待
い
た
だ
き
あ
り

が
た
く
思
っ
て
い
る
」
と
話
さ
れ
、

笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
長
の
永
井
明

子
さ
ん
は
「
も
っ
と
フ
レ
ミ
ズ
の
活

動
を
皆
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
今

後
も
色
々
な
取
り
組
み
を
活
発
に
し

て
い
き
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

管
内
の
４
支
部
の
旬
野
菜
に
舌
鼓

嵯峨野

山
陰
、出
雲
大
社
参
詣
旅
行

　
11
月
19
日
か
ら
２
日
間
、
桂
支
部

は
支
部
旅
行
で
島
根
県
方
面
へ
行
か

れ
、
24
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
縁
結
び
の
神
で
有
名
な
出
雲
大
社

で
は
、
し
め
縄
の
立
派
さ
に
感
嘆
の

声
が
あ
が
り
、
ガ
イ
ド
の
説
明
に
熱

心
に
耳
を
傾
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
の
駅
あ
ら
エ
ッ
サ
「
な

か
う
み
菜
彩
館
」
を
見
学
さ
れ
、
毎

朝
地
元
の
生
産
者
が
届
け
る
新
鮮
な

農
産
物
や
加
工
品
な
ど
た
く
さ
ん
の

海
と
里
の
幸
に
興
味
を
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
同
支
部
津
田
孝
男
支
部
長
は
「
道

の
駅
は
我
々
農
家
に
と
っ
て
良
い
刺

激
に
な
っ
て
良
か
っ
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

▲出雲大社を見学し大満足

桂 　
１
月
26
・
27
日
、
女
性
部
は
南
信

州
・
昼
神
温
泉
へ
親
睦
旅
行
を
開
催

し
、
21
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
岐
阜
県
の
妻
籠
宿
の
散

策
と
、
日
本
一
の
星
空
の
里
「
阿
智

村
」
の
星
空
見
学
ツ
ア
ー
に
参
加
さ

れ
、
寒
空
の
下
、
冬
の
星
座
の
天
体

シ
ョ
ー
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
づ
く
り

を
行
い
、
手
作
り
の
味
に
舌
鼓
を
打

た
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
元
善
光
寺

で
西
国
三
十
三
観
音
霊
場
の
お
砂
踏

み
を
し
、
全
霊
場
の
功
徳
を
い
た
だ

き
、
帰
路
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

冬
の
信
州
を
楽
し
む

▲アップルパイづくりを楽しむ参加者

女性部

世
界
遺
産
厳
島
神
社
を
め
ぐ
る

　
２
月
６
・
７
日
、
深
草
支
部
女
性

部
は
広
島
県
安
芸
宮
島
へ
一
泊
旅
行

を
行
い
14
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
平
和
記
念
公
園
を
訪

れ
、
原
爆
ド
ー
ム
や
平
和
記
念
資
料

館
を
見
学
さ
れ
、
原
爆
の
恐
ろ
し
さ

や
、
平
和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
改
め

て
考
え
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
安
芸
の
宮
島
と
世
界

遺
産
厳
島
神
社
を
訪
れ
ま
し
た
。

季
節
柄
引
き
潮
で
、
沖
合
に
立
つ

壮
大
な
朱
色
の
大
鳥
居
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
同
支
部
中
西
和
子
女
性
部
長
は

「
部
員
同
士
の
親
睦
も
よ
り
一
層

深
め
ら
れ
、
２
日
間
有
意
義
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

▲厳島神社の大鳥居の前で

深草 　
１
月
25
日
、
上
鳥
羽
支
部
は
淡
路

島
へ
日
帰
り
旅
行
を
行
い
、
31
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。
淡
路
島
で
は
雪

が
降
る
こ
と
は
珍
し
く
、
当
日
の
天

候
に
驚
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
淡
路
島
七
福
神
の
一
つ
で
あ
る
大

黒
天
を
祀
る
八
浄
寺
で
五
穀
豊
穣
を

願
い
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
活

魚
料
理
旅
館
「
若
潮
」
で
３
年
と
ら

ふ
ぐ
に
舌
鼓
を
打
た
れ
て
い
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
「
や
は
り
３
年
モ
ノ
は

お
い
し
い
」
と
満
足
さ
れ
、
充
実
し

た
一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

淡
路
島
へ
日
帰
り
旅
行

▲五穀豊穣を願う

上鳥羽

自
分
だ
け
の
ブ
ロ
ー
チ

　
２
月
２
日
、
桂
支
部
女
性
部
は
生

活
教
室
を
同
支
店
で
行
い
、
ス
ワ
ロ

フ
ス
キ
ー
を
使
用
し
た
ネ
ッ
ク
レ
ス

と
ブ
ロ
ー
チ
作
り
に
24
名
が
参
加
さ

れ
ま
し
た
。

　
２
種
類
の
粘
土
を
こ
ね
る
と
固
ま

る
樹
脂
粘
土
を
使
用
し
、
そ
こ
に
ス

ワ
ロ
フ
ス
キ
ー
を
つ
け
る
細
か
い
作

業
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
出

た
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
粘
土
の
こ
ね
具
合
で

柄
が
違
っ
て
く
る
の
で
面
白
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
に
は
、
同

支
部
小
寺
照
子
女
性
部
長
の
手
作
り

ぜ
ん
ざ
い
が
振
る
ま
わ
れ
、
和
や
か

な
時
間
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

▲集中して作品を作る参加者

▲心を込めて料理を作る

▲自産自消の料理で会話もはずむ

桂 　
11
月
10
日
、
修
学
院
支
部
女
性
部

は
同
支
店
で
生
活
教
室
と
し
て
ス

カ
ー
フ
作
り
を
開
催
し
、
部
員
19
名

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
綺
麗
な
布
を
縫
い
合
わ
せ
、
好
み

の
長
さ
に
調
節
し
可
愛
ら
し
い
作
品

が
完
成
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
布
の
縫
い
合
わ
せ
が

難
し
く
て
何
回
か
や
り
直
し
た
け
れ

ど
、
可
愛
く
で
き
て
満
足
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
ス
カ
ー

フ
を
首
に
か
け
、
部
員
同
士
「
よ
く

似
合
っ
て
い
る
」
「
可
愛
い
」
と
見

せ
合
い
、
見
事
な
出
来
ば
え
に
喜
ば

れ
ま
し
た
。

手
作
り
の
ス
カ
ー
フ

▲綺麗な布を縫い合わせる

修学院

自
分
だ
け
の
ブ
ロ
ー
チ

の かわら版

9 2018 年 3 月 vol .246



の かわら版

い っ ぷ く

昔
活
躍
し
た
農
機
・
農
具

今
も
現
役
、
こ
の
ひ
と
手
間
が
あ
と
の
作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
る

　
唐
箕
は
、
中
国
で
開
発
さ
れ
17
世
紀

後
半
に
は
日
本
で
も
普
及
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
木
製
で
構
造
は
、
内
蔵

す
る
四
枚
羽
の
板
が
ハ
ン
ド
ル
と
連
動

し
て
回
転
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
上
部
の
漏
斗
か
ら
少
し
ず
つ
穀
物

を
落
下
さ
せ
、
横
か
ら
の
風
力
で
ワ
ラ

屑
や
実
の
な
い
籾
な
ど
軽
い
も
の
を
吹

所有者：粟津　誠一さん
　　　　（山科南部支部）

き
飛
ば
し
、
実
の
詰
ま
っ
た
重

い
粒
だ
け
を
手
前
に
落
と
す
の

が
原
理
で
す
。

　
粟
津
さ
ん
は
、
水
稲
約
１
ha

を
耕
作
さ
れ
、
毎
年
２
０
０
枚

の
水
稲
苗
を
生
産
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
栽
培
品
種
は
、
短
茎
コ

シ
ヒ
カ
リ
で
自
家
採
種
さ
れ
て

い
る
た
め
、
収
穫
時
に
50
㎏
以

上
の
籾
種
を
選
抜
し
脱
芒
機
に

２
回
か
け
、
さ
ら
に
唐
箕
で
１

〜
２
回
選
別
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
行
う
こ
と
で
播
種
工
程
の
ト

ラ
ブ
ル
が
減
少
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
粟
津
さ
ん
は
「
機
械
で
は
で
き

な
い
微
妙
な
加
減
が
で
き
る
」
と

話
さ
れ
、
今
も
大
切
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

唐
箕（
と
う
み
）

じ
ょ
う
ご
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昔
活
躍
し
た
農
機
・
農
具

今
も
現
役
、
こ
の
ひ
と
手
間
が
あ
と
の
作
業
効
率
を
向
上
さ
せ
る

　
唐
箕
は
、
中
国
で
開
発
さ
れ
17
世
紀

後
半
に
は
日
本
で
も
普
及
し
た
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
木
製
で
構
造
は
、
内
蔵

す
る
四
枚
羽
の
板
が
ハ
ン
ド
ル
と
連
動

し
て
回
転
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
上
部
の
漏
斗
か
ら
少
し
ず
つ
穀
物

を
落
下
さ
せ
、
横
か
ら
の
風
力
で
ワ
ラ

屑
や
実
の
な
い
籾
な
ど
軽
い
も
の
を
吹

所有者：粟津　誠一さん
　　　　（山科南部支部）

き
飛
ば
し
、
実
の
詰
ま
っ
た
重

い
粒
だ
け
を
手
前
に
落
と
す
の

が
原
理
で
す
。

　
粟
津
さ
ん
は
、
水
稲
約
１
ha

を
耕
作
さ
れ
、
毎
年
２
０
０
枚

の
水
稲
苗
を
生
産
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
栽
培
品
種
は
、
短
茎
コ

シ
ヒ
カ
リ
で
自
家
採
種
さ
れ
て

い
る
た
め
、
収
穫
時
に
50
㎏
以

上
の
籾
種
を
選
抜
し
脱
芒
機
に

２
回
か
け
、
さ
ら
に
唐
箕
で
１

〜
２
回
選
別
さ
れ
ま
す
。
こ
れ

を
行
う
こ
と
で
播
種
工
程
の
ト

ラ
ブ
ル
が
減
少
す
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
粟
津
さ
ん
は
「
機
械
で
は
で
き

な
い
微
妙
な
加
減
が
で
き
る
」
と

話
さ
れ
、
今
も
大
切
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

唐
箕（
と
う
み
）

じ
ょ
う
ご

太秦支部
水本　咲

さ
希
き
ちゃん （５才８ヶ月）

幼稚園のマラソン大会
1位でゴールイン　

咲希は『天真爛漫』という言葉がぴったり
の明るい子です。我が家のアイドルであり、
愛想の良さで野菜直売所の看板娘として活躍
してくれています。旬野菜の事ならお任せ
です！
この春からは年長さん。お兄ちゃんのよう
にたくさん泳げるようになりたくて、スイミ
ング教室に通って頑張るそうです。
これから成長する中で、たくさんの経験を
するけれど、健やかに人の気持ちの分かる優
しい子になって欲しいと願っています。

わが家のアイドルご紹介

自慢のペットご紹介

和歌山県紀ノ川からお嫁入りして来た
グレースです。
車が大好きで1.5 ｔのトラックの助手席
にもステップを使って楽々乗車。
来客にもいち早くのお出迎えで、番犬の
お役目もバッチリなグーちゃんです。

グレースちゃんのご主人

林　利治さん（醍醐支部）

 
 
 

グレース
ちゃん

犬種　ラブラドールレトリバー

お父さん　　桂太 さん
お母さん　　仁美 さん
お兄ちゃん　光翼 くん
祖父　　　　修 さん
祖母　　　　いく子 さん

大好きなお兄ちゃん
とイチゴハウスで
パチリ 　
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信用部からのお知らせ

共済部からのお知らせ

　平成29年度から農業所得の増大、地域の農業
支援に向けた自己改革の一環として、農機具セン
ター機能の拡充に取り組んできました。昨年４月
からの農業機械修理サービスカーの増車、事務員
の増員等、機動的な修理体制を整えてきまし
た。また、農業機械の修理に幅広く対応できる
よう改修工事も行いました。
　この度、３月１日から整備士２名を㈱北陸近畿
クボタ営業所から迎え入れ、人員の充実を図りま
した。特に増員した整備士は、管内での整備経験
を豊富に持ち、組合員皆様の期待にいち早く応え
られるものと思っています。このように５名の整
備士と２名の事務員でさらなる体制が整い、組合
員皆様のご要望にこれまで以上に対応できるよう
努めてまいりますので、ぜひご利用いただきます
ようお願い申し上げます。

三上　慎司河内　茂宏

藤　井藤　井藤　井藤　井藤　井

営農経済部からのお知らせ

おすすめ　初中期一発除草剤

　コメ作りでは、農家さんを悩ませる水田雑草。当JAでは簡単に散布でき、
長く効果を発揮する除草剤をお勧めしています。しかし、除草効果をきちん
と発揮させるためには、田植え前の代かきが大切な作業になります。
　除草効果を高めるために重要な代かきですが、他にも次のような効果があ
ります。

① 田んぼをならして均平にする。　　　　　　② 適度に砕土して苗の活着を早める。
③ 田んぼに溜めた水が漏れないようにする。　④ 雑草が生えてくることを抑制する。
　田んぼの表面を平らにし、田植え後の水管理をしやすくすることは、稲の生育に
とっては欠かせない条件にもなります。
　丁寧な代かきで、しっかり灌水できる田んぼをつくり、適切な水管理を心掛け、除
草剤を適時に散布し、除草作業にかける時間を減らしましょう。

水田雑草の防除は
代かきから！

代かきは丁寧に！！

規格　250g
価格　3,132円（税込）

規格　500g
価格　3,294円（税込）

代かきの重要性

農機具センタ－整備士増員による営業　３月１日から

修理依頼は農機具センターまで　
住所　京都市西京区松尾井戸町68-2
TEL　(075)391-4193

営農経済課　TAC

藤井　拓也

、
。 、

。
この資料は概要を説明したものです。補償内容は、

。

 詳しくはお近くの 
ＪＡ京都市窓口までお問い合せくださ
い。

ポイント１　 
お手ごろな保険料で１億円の損害賠償まで補償！ 

ポイント２　 
示談交渉サービスが付いて、もしもの時も安心！！ 

ポイント３　 
ご自身のケガへの充実した補償として！！ 

、

。

、

、
。

、 、 、
。

、

。

、 。

、 、
、 。

自転車が加害者である事故の高額賠償事例 

B1722057K2037-20180118(2018 1【出典：日本損害保険協会】 

キャッシュカードを
　　　　  ダマしとる詐欺が急増！！
キャッシュカードを
　　　　  ダマしとる詐欺が急増！！
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【解き方】
普通のクロスワードの
要領で全部を解いてく
ださい。次に A → E の
二重ワクの文字を順に
並べると、一つの言葉
ができます。
それが答えです。

タテのカギ

締め切りは

3月末日

おたよりや、イラスト（絵手紙）を募集中です。

クイズと同じあて先まで、お送りください。

お待ちしています。

お た よ り 募 集 ！中

解答は「いっぷく」5月号

プレゼントの応募方法

クロスワードパズル 二重マスの文字をA～Eの順に並べてできる言葉は何でしょうか？

出題 ○ ニコリ

（1）郵便はがきに、【○クイズの答え○住所○氏名○年齢○電話番号○ご意見・
ご感想】をお書きください。

（2）〒615-0046 京都市右京区西院西溝崎町24
ＪＡ京都市　本店総務部「いっぷく」係まで、お送りください。

　　　※応募いただきました皆さまの個人情報は、当選者のプレゼント発送の
　　　　ために利用させていただきます。

『
い
っ
ぷ
く
』１
月
号
の
答
え

 

　
　
　﹇
フ
ク
ブ
ク
ロ
﹈

正解者の中から
抽選で10名の方に

図書カードを
プレゼント！

②　在校生の送辞に対する卒業生の返事
⑤　15日間ある大相撲なら8日目
⑦　ケーキを焼く前にオーブンを──した
⑨　大学──に向けて受験勉強しています
⑪　日によって値段が変わるメニューにはこう書かれます
⑫　宇野重吉と寺尾聰、渡辺謙と杏
⑭　国民の三大──は教育・勤労・納税です
⑯　食材をいぶして作ります
⑱　石原裕次郎のヒット曲『──よ今夜も有難う』
⑳　豚カツの衣の一番外側

　永世中立国として有名。首都はベルン

ヨコのカギ

①　お内裏さま、五人ばやしといえば
②　胸びれを広げて滑空します
③　──学生、修道──
④　ラディッシュとも呼ばれます
⑥　水を多めに入れて炊いた米
⑧　ドライバーで締め付けます
⑩　とっくりを持ってお──した
⑬　円を描くときに使う文房具
⑮　大、小、裸から連想される穀物は
⑰　定規を使うときれいに引けます
⑲　クルミやドングリが似合う小動物

お便り紹介
山科区　Ｋ．Ｋさん
紙面がわかりやすく熟読しました。おひつ・
ふごなど懐かしく思い出すことができ
ました。

右京区　中谷公子さん
足腰が元気なうちに「伏見稲荷大社千本
鳥居」をくぐって奥之院まで登ってみたい
です。

北区　Ｏ．Ｈさん
昨年４月より完全に就農し、日々農業に
頑張っています。ＪＡを頼りにしています。
よろしく。

弔 慰
中村　洋 氏（山科南部支部理事）
平成30年１月８日ご逝去されました。ここに生前のご功労を謝し、謹んでご冥福をお祈りいたします。

▶3・4月の行事予定
3月 4月

※予定ですので、日程が変更となる場合があります

第５回クリーンウオーク【嵯峨野】３日㈯
７日㈬

平成３０年度進発式・平成２９年度事業表彰
青壮年部地区役員会議19日㈭

14日㈯

女性部地区役員会議20日㈮女性のつどいと家の光大会【本店】９日㈮
住宅ローン相談会【ＫＴＶ五条展示場】24日㈯

農産物品評会褒賞授与式、青壮年部通常総会【本店】

21

業務推進部からのお知らせ

農地のお悩みご相談は資産管理課へ！
・農業経営拡大のため、新しく農地を取得したい
・病気で入院してしまい、今年誰かに耕作してほしい
・将来、相続税がどれだけかかるのか心配
・農地を貸したい、売りたい
・境界のことで相談がしたい　　　　　　　　 など 

例えば・・・

　資産管理課は農地に関するお悩みや、税金・相続対策など、農家組合員の大切な資産をお守りする業務を担当しております。
　農地はもとより、その他の不動産や税金のこと、さらには昨年に新たに施行された改正生産緑地法や資産保全相談まで、顧問弁護士
や税理士と一緒に、皆さまからの様々なご相談に対応しております。
　どんな些細なことでも結構です。皆さまのお役に立てるよう、定期的に無料の法律相談会・資産管理移動相談会を開催しております
ので、是非ご利用ください。ご相談お待ちしております。

無料相談会のご案内
〇顧問弁護士による法律相談会　隔月開催（本店）　　〇資産管理移動相談会　支店ごと個別開催（各支店）

無料相談会の開催日は各支部の回覧、もしくは支店担当職員・窓口までお尋ねください。
また無料相談会以外でのご相談も随時受付しております。

※組合員のみご利用いただけます。
　なお、無料相談の中で、弁護士費用等が発生する場合は、事前にご案内いたしますので、安心してご利用ください。

●おわび　誌面の都合により、今号は「今月の占い」をお休みさせていただきます。

募 集 要 項
★旅 行 実 施 日

★旅 行 代 金

　
　
★募 集 人 員

★募 集 締 切 日

大人お1人様
2名様1室利用 358,000円
※上記の旅行代金に含まれないもの：海外渡航手続料4,320円、関西国
際空港施設利用料3,040円・現地空港税9,600円、燃油サーチャージ
19,600円（2017年12月現在）、飲物代は含まれません。1名様1室利用
の場合は追加料金として65,000円（5泊）を申し受けます。

★旅 券 ・ 査 証
　
　
　 　 　

★添　 乗　 員

★食事（機内食含まず）

★ 利 用航 空 会 社

平成30年 5月11日（金）～5月17日（木）

30名様（最少催行人員：20名）

平成30年 3月23日（金）まで　※定員になり次第締め切ります。

旅券 ： シェンゲン協定加盟国出国時3ヶ月（90日）以上
必要（備えとして6ヶ月以上、有効なパスポートをご用意
頂くことをおすすめします）。  
査証 ： 不要

同行いたします。

朝5回、昼4回、夕5回（晩餐会1回を含む）

KLMオランダ航空（KL）／フィンランド航空（AY）／
エールフランス航空（AF）

ＪＡグループ京都は、京野菜、宇治茶、
京の肉など京都の農畜産物と京料理
を世界に向けて発信します。
今回は、バチカンで晩餐会を行います。
を世界に向けて発信します。
今回は、バチカンで晩餐会を行います。

京野菜晩餐会
バチカン

イメージ：
（公社）京のふるさと
産品協会

ベニスミラノ フィレンツェ ローマ バチカン ナポリ ポンペイ

京野菜
世界ブランド化プロジェクト

7日間

世界世界世
77バチカンin

ずっと思い出に残る旅をぜひこの機会に…
皆様のご参加を心よりお待ちしております。

詳しくは、
最寄りの窓口まで
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業務推進部からのお知らせ

農地のお悩みご相談は資産管理課へ！
・農業経営拡大のため、新しく農地を取得したい
・病気で入院してしまい、今年誰かに耕作してほしい
・将来、相続税がどれだけかかるのか心配
・農地を貸したい、売りたい
・境界のことで相談がしたい　　　　　　　　 など 

例えば・・・

　資産管理課は農地に関するお悩みや、税金・相続対策など、農家組合員の大切な資産をお守りする業務を担当しております。
　農地はもとより、その他の不動産や税金のこと、さらには昨年に新たに施行された改正生産緑地法や資産保全相談まで、顧問弁護士
や税理士と一緒に、皆さまからの様々なご相談に対応しております。
　どんな些細なことでも結構です。皆さまのお役に立てるよう、定期的に無料の法律相談会・資産管理移動相談会を開催しております
ので、是非ご利用ください。ご相談お待ちしております。

無料相談会のご案内
〇顧問弁護士による法律相談会　隔月開催（本店）　　〇資産管理移動相談会　支店ごと個別開催（各支店）

無料相談会の開催日は各支部の回覧、もしくは支店担当職員・窓口までお尋ねください。
また無料相談会以外でのご相談も随時受付しております。

※組合員のみご利用いただけます。
　なお、無料相談の中で、弁護士費用等が発生する場合は、事前にご案内いたしますので、安心してご利用ください。

●おわび　誌面の都合により、今号は「今月の占い」をお休みさせていただきます。

募 集 要 項
★旅 行 実 施 日

★旅 行 代 金

　
　
★募 集 人 員

★募 集 締 切 日

大人お1人様
2名様1室利用 358,000円
※上記の旅行代金に含まれないもの：海外渡航手続料4,320円、関西国
際空港施設利用料3,040円・現地空港税9,600円、燃油サーチャージ
19,600円（2017年12月現在）、飲物代は含まれません。1名様1室利用
の場合は追加料金として65,000円（5泊）を申し受けます。

★旅 券 ・ 査 証
　
　
　 　 　

★添　 乗　 員

★食事（機内食含まず）

★ 利 用航 空 会 社

平成30年 5月11日（金）～5月17日（木）

30名様（最少催行人員：20名）

平成30年 3月23日（金）まで　※定員になり次第締め切ります。

旅券 ： シェンゲン協定加盟国出国時3ヶ月（90日）以上
必要（備えとして6ヶ月以上、有効なパスポートをご用意
頂くことをおすすめします）。  
査証 ： 不要

同行いたします。

朝5回、昼4回、夕5回（晩餐会1回を含む）

KLMオランダ航空（KL）／フィンランド航空（AY）／
エールフランス航空（AF）

ＪＡグループ京都は、京野菜、宇治茶、
京の肉など京都の農畜産物と京料理
を世界に向けて発信します。
今回は、バチカンで晩餐会を行います。

京野菜晩餐会
バチカン

イメージ：
（公社）京のふるさと
産品協会

ベニスミラノ フィレンツェ ローマ バチカン ナポリ ポンペイ

京野菜
世界ブランド化プロジェクト

7日間バチカンin

ずっと思い出に残る旅をぜひこの機会に…
皆様のご参加を心よりお待ちしております。

詳しくは、
最寄りの窓口まで
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ひととひと　ふれあい、つながる

JA 京都市

ＪＡ京都市
事業だより

32018 Vol.
246

輝け 三農士特集

「しりしり」とは千切り
という意味の沖縄の方
言。人参が苦手な方で
も食べやすい料理です。
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●材料（２人分）

人参………………………………………… 1本
ツナ缶（油をきっておく） ……………… １缶
溶き卵…………………………………… ２個分
めんつゆ（３倍濃縮） …………… 小さじ２½  

サラダ油……………………………… 大さじ１
白ごま……………………………………… 少々
ネギ（小口切り） ………………………… 少々

●作り方
①皮をむいた人参を千切りにする。（千切り用スライサーを使
うと綺麗で簡単です）
②フライパンに油を入れ、人参に油がなじむようにさっと炒め、
蓋をして３分ほど蒸し焼きにする。
③人参が少ししんなりしたら、ツナを入れて炒める。
④人参とツナが混ざったら、めんつゆを入れ混ぜる。
⑤溶き卵を回し入れ、卵が少し固まってきたらほぐすように全
体を混ぜ合わせ、白ごまとネギをかけて完成。

季節の野菜～人参～

β - カロテンが非常に多く含まれた
野菜


